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岐
阜
。柿
田
遺
跡

所
在
地
　
　
　
岐
阜
県
可
児
市
大
字
柿
田
字
前
山

・
孫
六

・
杉
坪

・

月
田

。
三
字
古

・
三
次
子

。
六
ノ
坪

・
稲
垣

。
尻
無

・

池
尻

。
甫
田
上
、
可
児
郡
御
嵩
町
大
字
顔
戸
字
三
次
子

・

尻
無

調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
五
月
―
継
続
中

発
掘
機
関
　
　
卸
岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
藤
岡
比
呂
志

。
野
村
元
次

。
近
藤
大
典
ほ
か

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
水
田
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

柿
田
遺
跡
は
、
「柿
田
条
里
」

と
し
て
周
知
さ
れ
、
近
年
ま
で

良
好
に
遺
存
し
て
い
た
条
里
地

割
内
に
所
在
す
る
。
こ
こ
に
東

破

海
環
状
自
動
車
道
の
建
設
が
予

鰈

定
さ
れ
、
ま
ず

≡柿
却
鵜
動
の
北

側
に
所
在
す
る
顔
戸

南

遺
跡

を
調
査
し
、
弥
生
時
代
末
か
ら
古
墳
時
代
中
期
に
か
け
て
の
集
落
跡

・
灌
漑
施

設
や
、
古
代
に
さ
か
の
ぼ
る
条
里
の
坪
境
と
考
え
ら
れ
る
道
路
状
遺
構
な
ど
を

検
出
し
た
。
続
い
て
顔
戸
南
遺
跡
の
南
側
で
、
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン
ジ
の
建
設
予

定
地
と
し
て
柿
田
遺
跡
の
発
掘
を
行
な
う
こ
と
と
な
り
、　
一
九
九
九
年
か
ら
約

人
万
ポ
に
お
よ
ぶ
範
囲
の
調
査
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
判
明
し
た
遺
跡
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
弥
生
時
代
か

ら
古
墳
時
代
後
期
に
か
け
て
の
集
落
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
流
路
。
②
古
代
の
溝

や
流
路
と
条
里
の
坪
境
に
造
ら
れ
た
道
路
状
遺
構
。
滞
や
流
路
か
ら
は
、
大
量

の
須
恵
器
と
と
も
に
七

・
八
世
紀
の
人
形

・
馬
形
な
ど
の
形
代
、
「美
濃
国
」

刻
印
須
恵
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
③
中
世
の
建
物
群
数
力
所
と
溝
や
流
路
。

④
中
世
後
期
以
降
の
水
田
面
。
こ
の
水
田
面
は
古
代
以
来
の
地
割
を
継
承
し
、

そ
の
上
に
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
が
近
年
ま
で
残
存
し
て
い
た
景
観
の
基

礎
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
ま
た
各
時
期
の
流
路
内
か
ら
は
、
堰
や
堤
の

基
礎
と
な
っ
た
木
組
を
検
出
し
、
同
時
に
農
耕
具
や
建
築
部
材
な
ど
の
木
製
品

も
大
量
に
出
土
し
た
。

木
簡
は
、　
三
二
世
紀
前
半
に
埋
没
し
た
と
考
え
ら
れ
る
溝
か
ら
出
土
し
た
。

溝
は
、
ほ
ば
条
里
地
割
に
則
っ
て
区
画
の
北

。
東

。
南
方
を
方
形
に
め
ぐ
る
よ

う
に
掘
削
さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
最
大
幅
は
約
二
ｍ
深
さ
は
〇

・
七
ｍ
で
、
東

西
は
約
七
〇
ｍ
、
南
北
は
断
続
的
に
検
出
し
て
お
り
、
復
原
す
る
と
約
七
〇
ｍ

に
お
よ
ぶ
。
溝
の
東
北
角
と
東
南
角
を
確
認
し
て
い
る
が
、
北
溝
は
西
で
南
に

曲
が
ら
ず
西
溝
は
な
か
っ
た
。
南
溝
は
東
南
角
か
ら
数

ｍ
に
わ
た
っ
て
検
出
し
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た
の
み
で
あ
る
。
木
簡
は
溝
の
東
北
角
近
く
で
、
三
層
に
分
け
ら
れ
る
埋
土
の

上
層
の
下
部
か
ら
出
土
し
た
。
溝
は
流
れ
が
な
く
よ
ど
ん
だ
状
態
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
、
大
量
の
植
物
遺
体
が
詰
ま
っ
て
い
た
。
他
に
山
茶
碗

・
陶
磁
器
や
鉄

製
斧
な
ど
も
出
上
し
た
。

溝
で
囲
ま
れ
た
範
囲
内
か
ら
は
、
建
て
替
え
が
認
め
ら
れ
る
大
型
の
総
柱
建

物
六
棟
以
上
、
方
形
の
大
型
土
坑
、
井
戸
と
思
わ
れ
る
小
型
土
坑
な
ど
を
検
出

し
、
館
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
木
簡
は
こ
の
館
に
関
わ
る
も
の

で
、
館
の
廃
絶
に
と
も
な
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

館
に
伴
う
柱
穴
や
溝
、
土
坑
な
ど
の
遺
構
、
直
上
の
包
含
層
な
ど
か
ら
は
大

量
の
山
茶
碗
、
陶
磁
器
類
が
出
土
し
た
。
山
茶
碗
に
は
墨
書
が
施
さ
れ
た
も
の

も
散
見
さ
れ
る
。

さ
て
、
柿
田
遺
跡
の
所
在
地
は
、
可
児
郡
日
理

。
郡
家
両
郷
に
ま
た
が
つ
て

所
在
し
た
石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
領
の
明
知
庄

（明
地
・
明
智
と
も
表
記
）
の
推

定
範
囲
内
で
あ
る
。
明
知
庄
は
、　
一
〇
世
紀
後
半
に
藤
原
実
頼
の
所
領
と
し
て

史
料
上
に
姿
を
あ
ら
わ
し
、　
一
一
世
紀
後
半
、
藤
原
通
俊
の
代
に
石
清
水
八
幡

宮
護
国
寺
に
寄
進
さ
れ
る
。
元
永
元
年

（
一
一
一
八
）
に
は
白
河
院
が
同
寺
内

に
建
立
し
た
大
塔
院
の
仏
聖
灯
油
料
と
し
て
明
知
庄
の
収
益
が
あ
て
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
あ
ら
た
め
て
四
至
膀
示
が
打
た
れ
た
。
室
町
期
に
は
、
明
知
庄
は

上
下
に
区
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た

一
四
世
紀
に
は
土
岐
源
氏

の
一
系
統
が
庄
内
に
入
り
込
み
、
明
智
氏
を
名
乗
る
。

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
中
世
の
館
跡
は
、
建
物
の
規
模
や

木
簡
を
含
め
た
出
土
遺
物
か
ら
、
明
知
庄
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
・
コ
ニ
斗
か
う
□

名

□

□
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巴

溢

授

］

忌
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□
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（じ

溢
反
∞
愚

①
は
付
札
木
簡
で
あ
る
。
表
面
の
五
字
目
は
傷
が
あ
り
、
は
っ
き
り
と
し
な

い
が
、
「と
」
ま
た
は

「ど
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
遺
跡
の
北
側
の
地
名

に

「顔
戸
」
が
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
通
じ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

②
は
痛
み
が
激
し
く
、
現
状
で
六
片
に
割
れ
て
お
り
、
他
に
失
わ
れ
た
部
分

が
あ
る
。
文
字
は
、
上
下
両
端
を
残
す
材
に

一
行
の
字
数
は
不
明
で
あ
る
が
、

六
行
に
わ
た
つ
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
裏
面
に
文
字
は
な
い
。

木
簡
の
字
数
を
復
原
的
に
み
て
み
る
と
、
材
の
右
端
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、

「仁
王
会
」
の
文
字
の
上
の
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
る
と
、
現
状
よ
り
材
の
右
に
文

字
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
文
字
の
方
向
の
下
方
に
は
、
材
を
横
に
利
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
横
よ
り
縦
が
長
く
な
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
の
で
、
最

□
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(2)

大
で
四
文
字
程
度
想
定
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、　
一
行
六
―
七
字
で
六
行
に
わ

た
り
文
字
が
記
さ
れ
た
と
復
原
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
木
簡
の
性
格
で
あ
る
が
、
「仁
王
会
」
と
い
う
書
き
出
し
や

「善
根
」

「奉
」
な
ど
か
ら
仏
教
と
の
関
わ
り
が
明
ら
か
で
あ
る
。
遺
跡
の
性
格
も
あ
わ

せ
考
え
る
と
、
木
簡
は
、
法
会
を
行
な
っ
た
際
、
そ
の
旨
と
功
徳
を
願
っ
て
僧

に
書
い
て
も
ら
う

「巻
数
」
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
る
。

①
は
形
状
か
ら
付
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
、
墨
痕
の
あ
る
小
片
が
二
点
ほ
ど
出
土
し
て
い
る
が
、
肉
眼
観
察
か

(3)

ら
②
の
木
簡
と
同

一
個
体
と
思
わ
れ
る
。

現
在
、
遺
跡
は
調
査
中
で
あ
り
、
ま
た
遺
物
の
整
理
作
業
も
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
成
果
や
、
ま
た
明
知
庄
関
係
史
料
な
ど
と
あ
わ
せ
、
今

後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

な
お
、
木
簡
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
大
学
の
寺
崎
保
広
氏

・
山
形
県

立
米
沢
女
子
短
期
大
学
の
三
上
喜
孝
氏

。
皇
学
館
大
学
の
渡
辺
寛
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。

（近
藤
大
典
）
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